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1 は じ め に

1998年の大冷害とそれに続く米不足の折には,消費者は

安価な外国産米を嫌い,高値の国産米を買うために行列を

つくるなど注目すべき行動を示した。新食料法の施行によ

り消費者の選択の幅は広がったとされているが,一方の供

給の側はこうした消費者の選択を的確に捉え,そのユーズ

に対応する必要性がさらに増したといえよう。

本報告は,消費者の米に対する意識や購入状況を盛岡市

の住民を対象に行ったアンケートに基づいてまとめたもの

である。良食味米の主要産地である東北地方の米消費の実

態と購入行動を明らかにすることは,消費者の米に対する

ニーズを探っていく上で基本となる情報を提示するものと

考える。

2 調査方法及び調査対象

住民票より548戸の世帯を無作為抽出し郵送調査を行っ

た。調査は「世帯の中で普段米を購入している人Jを対象

とした。回収率は597%(327部)で あり,有効回答率は

569%であつた。回答者の平均年齢は457歳であり,女性

の回答比率が897%と 高い。また,世帯員数や家族形態 ,

世帯の年齢構成などは多岐にわたっている。

3 調査結果及び考察

に)米の購入状況
米購入の有無については,「無料で人手又は自家栽培」

と答えた人が135%で ,残 りの 8割以上が「すべて購入」

又は「一部購入」と答えている。購入する先は,「スー
パー

等の店頭Jが 6割に上り,次いで米屋が多くなっている。

一度に買う米の量は10kgが半数を占め,次いで 5 kg以下が

3割となっている。購入する米の金額は10kgに換算して平

均5,131円 である。普段購入する米の種類が「決まってい

ないJと答えた回答者は1割程度で,半数の回答者が「だ

いたい決まっているJと答えている。その具体的な種類は

「あきたこまち」がもっとも多く,「ひとめばれJがそれに

続く。標準価格米などの非銘柄米は 1割にも満たない状況

である。また,減農薬米や無農薬米については,「 いつも

食べているJ「ときどき食べるJを合わせて 2割程度で ,

ほとんどの人は減・無農薬米を食べていないと答えている。

1日 に炊飯する米の量は世帯平均で388合,世帯ごとの炊

飯量を各世帯員数で害1っ た 1人当たり炊飯量は平均131合

である。また,自 宅で炊飯した米を世帯員それぞれが 1日

に何回食したかを合計した「家庭での米飯食事回数Jは ,

世帯平均で641食 ,1人当たり食事回数は平均207食 とな

り,米離れが指摘される中で米飯が未だ重要な地位を占め

ていることがわかる。

ここで,回答者の属性と米の購入状況との関係を調べる

ためにクロス集計を行った。購入先はスーパー等の店頭を

除くと,米屋で購入する傾向が高年齢,高収入,消費者グ

ループ未加入の回答者にあり,40～50歳代,子供のいる世

帯,消費者グループ加入の回答者は「農家から・消費者グ

ループを通して・その他Jと答えた割合が他の属性に比べ

て高い。一度に購入する量は,若い購入者,少人数,低収

入の世帯では少量に,高齢者,大人数の世帯では15kg以上

が比較的多くなっている。米の値段は高齢者,少人数世帯

の方が高価な米を購入している。さらに具体的な種類では,

高年齢,高収入でコンヒカリ・ササニシキ志向がみられ ,

若年,低収入の層では非銘柄米の購入も多くなっている。

9)消費者が購入時に重視する項日
米を購入する際に消費者がどのような点を重視している

かを調べた。米の購入時に判断基準になると考えられる17

の評価項目を用意し,どのくらい重視しているかを「重視

するJか ら「重視しない」まで連続量で提示し,最も自分

の考えに近い位置を選択してもらった。それぞれの項目に

対して「重視する」 4点 ,「いくらか重視する」 3点 ,「あ

まり重視しない」 2点 ,「重視しないJ l点と得点化 し,

平均得点を計算した。得点が最も高い項目は「国内産かど

うかJ(377)で ,次に「味の良さJ(364),「新米かどう

かJ(335),「安全性の高さ」(333),「 食感,歯 ごたえの

良さ」(329),「精米年月日J(329),「食べ馴れたものJ

(317)と 続く。反対に得点が低い項目は,「新奇性,珍 し

さJ(181),「名前,語呂の良さ」(172),「パッケージの

美しさJ(160)等となっている (図)。

更に,各属性間で重視する度合いに違いがあるか平均得

―-259-―



東 北 農 業 研 究 第 49 号   (1996)

点の差を調べた。その結果,年齢では若い層が比較的値段

を重視しているのに対して,高年齢層は食感や食べ馴れ ,

産地を重視,性別では女性の方が安全性,見栄え,食感 ,
栄養価,大手のしやすさ,精米年月日,産地を重視,世帯

員数では少人数世帯の方がパッケージに注目しているのに

対し,大人数世帯は入手しやすさ,精米年月日,産地を重

視,年収は低い方が値段やバッケージを重視し,高い世帯
は味,食感,精米年月日,プランドを重視していること等
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図 米購入時に重視する項目
注 平均得点は「重視する」 4点 ,「いくらか重視する」 3点 ,「あ
まり重視しなOl」 2点 ,「重視しない」 1点として計算した。

表 回答者の属性と米の購入時に重視する項目との関係 が明らかになった (表 )。

4 ま と め

本報告は,地方中核都市の米の消

費実態を明らかにすることに主眼を

おいている。一般には米離れが進ん

でいると言われているが,調査結果

からは米が未だ食生活上重要な位置

を占めていることが明らかになった。

また,消費者は国産・ 銘柄米志向が

強く,購入時には値段よりも味や安

全性をより重視する傾向にあること

もわかった。更に,消費者の年齢や

世帯員数,年齢構成,収入などによ

り,購入行動や購入時に重視する点

に違いが生じることが判明した。今

後はこうした属性による購入行動の

違いを詳細に分析することにより,

消費者のニーズに対応した米の生産・

販売のための有益な情報を提示でき

るものと考える。
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注 1)

2)

各項目について「重視する」と答えたら4点 ,「いくらか重視する」3点 ,「あまり重視しない」
2点 ,「重視しない」1点として,各属性間の平均得点の差を計算した。
「☆」「0」「▲」は,上段の属性 (GROUPl)の 方が下段の属性 (GROUP2)よ りも,それ
ぞれ1%,5%,10%の有意水準で平均得点が高いことを示す。同様に「☆」「0」「△」は,下
段の属性 (GROUP2)の 方が平均得点が高いことを示す。
3)属性欄の()内の劉直は各属性分類の人数を示す。
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